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8．これからの相川  
きていることもごく自然なことであろう。  
しかし「うえ」、鉱山は新たな意味を持っていることが都市史、産  
業遺跡群等の調査により明らかにされた。相川は江戸幕府を支えて  
きただけでなく、近代になっても先端技術が試され導入されていっ   
た非常に特異な歴史を持っている。そうした歴史の刻んだ資産は住   
民はもとより多くの人々にきちんと伝えられるべきであろう。   
本章においてはこれまでの章をふまえて浮かび上がってきた新た   
な相川の姿を提案する。   
8．1新しい都市構造   
ここまでの章で相川地区は他の集落に比べて、非常に独特である   
ことがわかった。近世のころは世界に類をみない鉱山都市であった。   
狭い平地にひしめき合って暮らす都市生活がそこにはあった。天領   
であったこと、幕府による都市計画が行われたこと、金銭的に豊か  
であり続けたこと、反面遊廓の存在や鉱山人夫の短命さが物語るよ  
うに、都市の陰の部分も持ち合わせていたこと、などいずれも相川  
独自の歴史である。  
物的な要素にも、こうした歴史が反映されている。象徴的には現  
在放置されている産業遺跡群である。産業遺跡群が、特に近代の鉱  
業のあり方を知る為に非常に価値があることは産業遺跡についての   
章で既に述べた。   
歴史を感じさせてくれるのは、このような特殊な遺跡だけではな   
い。  
は じ め に   
相川がどのように構成されているのかを整理してみよう。   
まず地形の視点からは「うえ」と「した」、山と海、自然と都市（居   
住地）、北沢と南沢といったキーワードが出てくる。  
歴史を振り返れば生産と生活、外来者（例えば水替え人足）と内  
部者、職人と商人、流通と消費、鉱山についてだけ考えてみても、   
近世と近代、地下（坑道）と地上（工場施設）といった構図があっ   
た。  
さらに地形と歴史を重ね合わせてみると、今では薄れてしまった   
対応関係がより鮮明に見えてくる。例えば同じ沢であっても北沢と   
南沢はもとは選鉱関係の工場併用住宅が建ち並んでいた歴史をもつ。   
それが近代になって北沢では大型の選鉱・精錬場として開発が行わ   
れ、その後衰退した。南沢は鉱業の衰退とともに緑が豊かな落ちつ   
いた生活空間となっていった。また大雑把にまとめると「うえ」と   
「した」が鉱山と生活をそれぞれ代表していることもはっきりして   
いる。「うえ」は鉱山によって出来上がった町であり、「した」は「う  
え」から降りてきた鉱石に二次的三次的な作業を加えたり、「うえ」  
の生活を支える商業町として発展してきた。しかし「うえ」の影響   
を非常に色濃く受けながらも金山発見前から「した」には漁・農村が  
あったように生活の町としてある程度の自立性があった。   
廃鉱となって400年間近く続いてきた二つの柱の一つが欠けてし  
まった。廃鉱は必至であったし、「うえ」に空き家や空き地が増えて  
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図8－1産業遺跡群拠点的整備方針図   
鉱山住宅や奉行所の跡、何気なく積まれた石垣の中の臼に使われ   
ていた石など、外に出てあたりを見渡せば、歴史性を漂わせている  
個々の実体が次から次へと目にはいってくる。  
さらに個々の実体だけではなく、それらが線的面的に拡大した歴   
史的環境が、相川にはある。例えば京町通りの密に建ち並んだ町家  
の列からは、鉱山で繁栄していた頃の暮らしぶりを想像することが  
できるし、海際の千畳敷周辺の漁村集落は、鉱山が発見される前か  
ら、漁業を生業としていた寒村が、閉山となった今でもほとんど変  
わらずに存在し続けていることを教えてくれる。   
相川は近世江戸の都市づくりや近代の鉱山町がどのように成り  
立っていたかを教えてくれる。   
しかし相川で現在行われている観光は大型観光バスで特定の民間  
施設だけにやってくるものである。それでは相川が外来者に伝える  
べきものがうまく伝わっていない。   
それどころか大型観光バスが市街地に混入してくるために町の誇  
りとなるべき観光施設が居住者にとって迷惑施設になりかねない。  
このような状況を打開するために産業遺跡群を拠点的に整備する  
ことと地区内のネットワークを整備していくことが考えられる。  
8，1．1産業遺跡群の拠点的整備   
大立、高任、間ノ山、北沢、大間はそれぞれ拠点的に整備する必   
要があるだけの魅力を持っている。   
これらは全国的に考えても他に類を見ない、非常に貴重な歴史的  
建造物建設物である。よってより正確な情報とともに公開されなけ  
ればなるまい。これだけの教育的価値を活かすためにも、これまで  
の観光バスで特定の博物館を見るだけのツアー的なものではなくて、  
鉱山都市の実態についての学習を主眼とした、環境学習ともいうべ  
き新しい形態の観光の確立をはかる必要がある。鉱山が運営されて  
いたころ、どのように鉱石が精錬され出荷されていたのか、技術、  
順序、方法などを知ることのできる施設が必要である。そのために  
は相川地区全体の中で野外博物館、オープンエアミュージアムを整   
備していく（図8－1産業遺跡拠点的整備図）。こうした手法はフラ   
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異なる、ダイナミックなオープンエアミュージアムの特徴となろう。  
入り口と出口を明示するだけでなく、人間もそこを通ることができ   
るとおもしろい。  
④南沢疎水坑   
トロッコ跡と同じ意味で重要である。坑内の水を汲み出すことは   
最も困難かつ重要でつらい仕事であった。その改善のために設けら   
れた疎水坑に今は出口に看板が立っているが人家の裏庭にあり、観  
光客を招き入れるには適さない。買収するなどの措置と疎水坑の技  
術的な価値を公開するために内部に通路を設置することが必要であ   
る。  
⑤北沢の産業遺跡群   
広大な敷地にある巨大な近代産業遺構群が現在は放置されている   
が、本報告吾においてもその価値が認められた。  
旧御料局佐渡支庁、旧相川銀行、鉱山事務所等の洋風建築もあり、   
潜在的な魅力がある。  
オープンエアミュージアムのコアセンターとして、この北沢を中   
心とした近代の鉱業都市相川の様子や、近代鉱業の過程や技術につ  
いて、世界の近代産業について、知識が得られる施設を設ける。  
また市街地内を周回する小型マイクロバスの拠点とする。  
⑥大間港   
相川は島国佐渡にあるから、物資の輸送は船に頼るしかなかった。   
その玄関としてあったのが大間港である。この港を通った物資につ   
いて知れば、当時の相川の暮らしを想像することができるだろう。  
ンスやイギリスで既に取り入れられているものであるが、住民の生   
活を脅かすものではなく生活と両立するものでなければならない。   
また住民が積極的に町の案内役を演じるものであれば町に対する誇   
りや愛着といったものも生まれてくるだろう。  
特別な整備を必要とするスポットを以下に列挙する。  
①割れ戸周辺   
現在ゴールデン佐渡により独自に観光開発されているので、全体  
との調和の中で来訪者を迎えるように、より開かれた博物館にする。   
全体のオープンエアミュージアムのなかではサブセンターのひとつ   
として位置づけ、近世の鉱業都市の中心であったことを理解するた   
めの説明を得ることができる施設を設置する。  
②無宿人の墓   
笹や草木が生い茂っていて観光客があまり訪れないことが、無宿   
のわびしさを増しており、今の雰囲気をこわすべきではない。近く   
の鐘楼では大工町の住民によって自主的に鐘がつかれている。   
割れ戸周辺から散策を楽しめるコースとして無宿人の墓の存在を  
示す案内板を割れ戸周辺に置き、あまりに樹木が乱れないように維  
持管理する程度の整備で十分であろう。  
（卦トロッコ跡   
鉱石はトロッコによって鉱山のある「うえ」から積み出し港のあ  
る「した」へ運ばれた。そこには生活とは別の論理で構成された鉱  
山物資運輸のルートがあった。トロッコ跡の整備によって「うえ」  
と「した」の関係を実際に体感できるところが今までの博物館とは  
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また港のたたき工法についても情報を与える必要がある。  
⑦佐渡奉行所跡、鐘楼、版画美術館   
奉行所は生活・鉱業双方に関係する物資を把握するために海岸台  
地の緑に建てられた。このような立地のあり方は「うえ」－「した」－  
それをつなぐ坂という相川の都市構造を簡潔に伝えるものであるだ  
けでなく、この場所の持つ意味が「うえ」と「した」、つまり鉱山と   
郡市を結び付ける相川の要であったことを示唆している。現在の中  
学校に移転計画があるが、それが実現した後には、奉行所の在った  
当時の様子を想像できるような施設と鉱業関係でなく近世、近代の   
生活や今の相川の町歩きについての情報を提供する場を設ける。  
住民が主に利用する集会施設や相談所も併設する。  
さらに小型マイクロバスの駅の一つとする。まちめぐりの拠点で   
もある。   
このように来訪者と居住者が触れあう場として整備する。  
長坂を上がってきたところにある、版画美術館や鐘楼などの歴史  
的建造物や史跡は、松や煉瓦塀によってより遜のある景観をつくり  
透ばヱいるっ町の観光協会によって作成主峰丁些渡相川史跡マッ  
プ」の表紙にも選ばれているように、相川を代表する美しい景観で   
ある。  
しかし鐘楼前の空き地には車が止まっていたり、雑草が生えてい   
たりする。二百年もの間、町中に時を知らせてきた鐘はまさに住民   
一人一人のものである。もう一度鐘をつくことをはじめることに   
よって同じ時を生きている、今の町民同士の連帯感が深まるのでは  
ないだろうか。  
8．1．2ネットワーク整備   
きそこごれぢの∃妬点ほ地区至体の中でどのよう1こ位置づヰナられて  
いくのだろうか。来訪者が大型観光バスを利用している間は居住者  
にとけ込むことはできない。割れ戸周辺の既存の駐車場施設を活か   
して大型バスはそれ以上内側には入れない。その代わりに小型マイ   
クロバスを周回させ、来訪者が拠点をめぐるために利用したり、居  
住者が病院に行ったり買い物のために乗ることができるようにする   
（図8－2ネットワーク整備図）。それによって来訪者は真に相川の   
姿に触れることができるし、居住者は来訪者に自らの町・相川を見せ   
説明することによって誇りと愛着を持つことになるだろう。   
さらに歩行空間も充実させる必要がある。歩行空間の改善はその  
まま生活環境の向上でもある。しかし特に無宿の墓から奉行所跡ま  
での京町通りとそこから「した」に続く長坂は最も相川らしい住宅   
地であり、鉱山住宅の名残や微地形に合わせて建てられた住戸が見  
られることは住宅についての章でも詳述した通りである。よって来  
訪者に相川を伝えるために、いくらかの整備をす盲三盲右転奏す省こ  
例えば京町通りでは上、東から空き家化、空き地化が進んでいる。   
そこで空き家を修復して尾根筋にある住戸の工夫を理解できる小さ  
な資料館を設けたり、現在放置してある刑務所を整備し公開する。   
拠点となる産業遺跡をめぐるルートを歩くことによって鉱山関係   
の物資や労働者たちの動線を深く理解できるだろう。   
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図8－2 ネットワーク整備図   
しかし生活を知るためには地区内をさらに広く「した」も巡らな  
くてはなるまい。「した」は相川地区だけでなく広く相川町全体、佐  
渡島全体の中心でもあった。今は相川地区の商業の中心があり行政   
の中心がある。古くからの旅館や大正時代に完成されたといわれる   
美しい屋敷といった単体の歴史的建造物もある。  
こうした全体像は居住者にとっても意識から抜け落ちてしまって   
いる。  
全体の構造を把握するために、もうひとつ見逃せないのは、相川  
地区の最大の特徴の、「うえ」と「した」をつないでいる坂・石段で   
ある。その重要性については機能上、景観上計り知れないものがあ   
る。しかし次第に利用頻度が減少し、年齢の若い層では坂の名前は   
忘れられていく傾向にあり整備を必要としている。整備方針、内容   
は主に居住者の視点によるものでなければならない。なぜなら坂・石   
段は公共空間であり、住民の関心をひきやすい場所である。よって   
ここでの整備は一時的なものでなく、その後の日常的な維持管理に   
もプラスの影響を及ぼすであろうし、他の場所の整備にも大きく左   
右するだろう。  
現況調査で明らかになったように、坂・石段が最もよく利用され   
る目的は散歩であった。散歩という楽しみのためには、これらの空   
間はもっともっと整備されてもよいのではないだろうか。  
全ての坂・石段に共通して提案するのは、上がり口と下り口に坂・   
石段の歴史（成り立ち、使われ方）や位置を知らせる案内板を設置   
することである。このような情報によって坂・石段に対する興味が  
深まり役割の重要性を認識し愛着をもつようになるだろう。   
また坂・石段によっては使いやすくするための物理的な改善も望   
ましい。例えば途中に踊り場を設けて一休みできるようにしたり、   
段間に小さい段を加えたり、手摺を設置する。「緑」の美しさを損な   
わないように適度に刈り込んだり、電灯を備えた方がよい場所もあ   
る。  
それぞれの坂・石段について、：呪状をふまえて整備の方向と具体   
的提案を以下に記す（図8－3坂の整備方針図）。   
1厳常寺坂一土・緑・苔   
日常的に使う人が少なく、歴史をもった社寺が坂の上に散在してい   
る点を活かして、静かな散策を楽しめることを整備の方針とする。   
具体的には樹木の刈り込み、雑草を抜く、壊れた石段の補修、案内   
板（歴史、地図）の設置などを提案する。一般道路から上がり口ま  
でが少し不自然なので、より自然なアプローチ動線に改善する。途   
中にある窯元が特徴的で、来訪者にとっては相川の伝統工芸につい   
て、深く触れあうチャンスである。来訪者が立ち寄れるようにして   
も良いのではないか。   
2巡礼坂一金山までのハイキングコース   
水金川の側から相川高校の北側を通りゴールデン佐渡へと続く山道   
であり、住民や長逗留の来訪者などのために、ほとんど手を加えず   
に、巡礼坂の歴史と場所が把握できる程度の案内板を設置する位の   
整備で十分であろう。  
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翌儒を号干なう．  
図8－3 坂の整備方針図  
3帯刀坂一産業遺跡を結ぶ坂  
今後の相川の大切な財産である産業遺跡群と「うえ」とをつなぐ重   
要な坂となってこよう。   
具体的には手摺を設けたり、また壁がコンクリートでできていて良   
くないという声もある。葦をはわせたり、あたりに漂う鉱山の頃の   
雰囲気を活かして壁に鉱山に関係する絵を描く等の工夫をこらすこ   
とも考えられる。   
4地獄坂一松の坂   
せっかく笹や松が豊富にあるのに緑が高く評価されていないのは整  
鱒がうまくいっていないので、乱雑に思えるからだろう。垣根や手  
摺などを設置し、下り口付近だけでも海が見えるように樹木を刈り   
込めば、誘い込む雰囲気が生まれるだろう。   
5西坂一中学生の坂  
おそらく中学校が移転し、日常的に西坂を使う人がいなくなれば、   
あっという間に廃れてしまうだろう。特に西坂のように路面が土の   
場合には荒廃が早いことが予想される。新たな整備をすることも必  
要だが、利用者の数を減らさないように、保持していくことが最も   
重要だ。そのためには現中学校敷地が（例えば高齢化が進む相川で  
子供から高齢者までを対象にした生涯学習の場、集会場とするなど）  
常に人をひきつける力のあるものでなければならない。   
6長坂一夕陽と海の坂  
直線的に長すぎるという指摘もあるが、それこそ長坂の迫力を生ん   
でいる大事な要素でもある。途中に腰を下ろせる場所を設ける、段   
の間に低い段を入れるなどの物理的な改善で昇降しやすくなるよう   
に対処することが望まれる。最も知名度が高く好まれている、相川  
の顔なので両わきに並び建つ住宅には町が補助して他の範となるよ  
うな修復竜宮短め窟カモ行う三下が望まして㌔  
7紋平坂一笹の坂   
特に急で蹴上げの高いところは補助段を入れ、現在の手摺をつかま   
りやすい位置につけなおす。海の見える場所に休めるスポットを設   
けることも考えられる。側溝を流れる水が渉み出しており危ないの   
で整備が必要である。   
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8南沢県職員アパート前の坂一竹の坂   
竹がトンネルのようになって美しいがそれによって暗くなる。ある   
程度はやむを得ないとしても照明の設置が必要である。散歩道とし   
てよく利用されているので、自動車を気にしないで散策を楽しめる   
歩行者レーンを設けることも提案したい。   
9寺町に至る石段一光と陰の坂   
羽田町と寺町を結んでいるが、住民はそれほど利用していないので   
来訪者を想定して現在の手摺を新しく整備するのが良い。上り口に   
は坂の上にある寺町の雰囲気を伝える案内板を設置したり、緑が鬱  
蒼と繁っている雰囲気はそのままにしつつも刈り込みを行う。  
10南沢大床屋町一生活通路の坂   
人家を結ぶ坂であるので電灯や手摺を付けるといった、実用的な提   
案を行う。   
11南沢（大工町～江戸沢）一水と緑の坂   
水と緑に恵まれた生活の為の空間として、むやみに観光客を通すの   
ではなく、手摺の錆びたところを補修するなどのちょっとした手入  
れで更に質の高い空間になる。例えば自動車を気にせずに、自然を   
楽しむことのできる遊歩道を設置する。それには南沢を活かした、   
水面に張り出すボードウォークが適しているだろう。かつては選鉱   
をするための工場付き住宅が並び水車が回っていた活気ある南沢も、   
今ではその面影は疎水坑の跡と石組に隠れた石臼ぐらいにしか残さ   
れていない。よってこのような景観要素にはきちんと説明板をつけ   
る必要がある。  
12城址公園に至る坂一新旧エリアを結ぶ坂   
現在、城祉公園はあまり人気がなく、寂れた感じがしている。ここ   
にスポーツ公園等を建設する計画もあるが、現在の城祉公園の二の   
舞にならないように、実際に必要とされている施設、アプローチ道   
路などとそれらの景観が相川にふさわしいものかどうか、新たな開   
発でなく埋め立て地など代替地はないのか等検討しなければなるま   
い。  
上の土地利用によって整備方針も異なってくるが、いずれにして   
も必要な処置は排水の機能をきちんと付ける、樹木を刈り込む、等   
が行なわれるべきであろう。  
以上のような整備がきっかけになって、坂・石段を共有する意識が   
深まれば、より良い坂・石段にしようという努力が期待できる。  
拠点とそれをつなぐネットワークの整備は、廃鉱になって薄れて   
しまった「うえ」が持つ意味を学習環境という新しい見方で捉え直   
すことである。   
8．2生活環境の向上   
8．2．1まとまりごとの整備  
以上のような点的、線的な整備も生活環境の向上であるが、面的   
な生活環境にも課題がある。現況調査によって分類したまとまりを   
手がかりとして、それぞれのまとまりが持っている課題とその対策、   
まとまりが持つ意味と今後の方針について整理する（図8－4垂直   
的まとまり図）。  
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図8－4 垂直的まとまり図   
「空き地に樹木が繁茂しているところ」：大工町周辺の空き家化・   
空き地化は、人口減少傾向があるからには自然なことと捉えられる。   
現在の空き家を修復すれば、緑が豊かな住宅地として活用すること  
も可能であろう。埋め立て地に町立の中層ア六二ト音うて盲までも  
既存の家屋を修復再利用するほうが環境上、景観上望ましいのでは   
ないだろうか。各戸に菜園を設ける等のアイディアも取り入れるこ   
とができる。   
また上相川のように草木に覆われた石段だけが当時の繁栄ぶりを  
示し今は人の住まないところでは、居住者・来訪者の散歩道として   
積極的に活用する。   
南沢は前節の坂・石f≒削こ関する提案の中で既に触れたが、緑の豊か   
な住宅地としての質を高めることが目標であろう。  
「旧公的施設が中心で建物密度が低いところ」：主に公共施設群、  
寺社、．産業遺跡群という分類ができる。  
相川地区には平坦な広い場所が少ないので、学校などの公共建築  
物の敷地はなるべく解放して、スポーツができる広場や公園として  
利周文る旦公共麹設ヰさじゝt？やゝの点で都市設計上、重要な鍵を握っ  
ている。公共のものであるから（∋施設のデザインは住民の関心をひ  
きやすく、地域のアイデンティティと成り得る。（勤施設の機能や建  
物の外観に住民の意見が反映されるべきである。つまり住民の希望  
によってどうにでもなるはずのものである。③自治体によって、あ  
る程度の建て替えのプログラムを持っているはずであるから、計画   
的戦略的に改善が可能である。以上の三点を考慮すると、デザイン  
的に優れた公共施設群を建設し、町民の意識を喚起することによっ   
てまちづくりの疇矢として利用できる。既存の公共施設群は全国ど   
こに行っても見られるものである。また民間の大規模施設のモデル   
どなるようなパブシプシステムを積極的寸こ適用するのヰ）1良いだろう廿  
④学校は常に大勢の利用者がいて、しかもそれが子どもで、かつ歩  
行者である。よってその周囲は、良く利用される生き生きとした空   
間となる。もしも機能の転換を行う場合には、利用者の数・層・利   
用の仕方（自動車、歩行）も変化し、周囲に及ぼす影響は大きい。   
もちろん新設の場合にも同様の配慮が必要である。   
寺社も住職がいなくなっているなどの問題で維持管理がうまく   
いっていないものが多い。しかし基本的には急激な物的変化の少な   
い場所である。相川祭のときなどに不可欠ないくつかの寺社には建   
立の由来や年代、建造物の説明などの案内板を新設することが望ま   
れよう。  
産業遺跡群については前節で既に述べた通りである。  
「町家が密度高く並ぶところ」：主に町家と商店街の二つに分類で   
きる。   
町家は各々の敷地で採光卓遍画春繭雇t二て〔ナ石よ裏庭は欠芥に備  
えた二方向避難として重要な役割を果たす。また木材はエコロジカ   
ルな材料である。このように優れた特性を持つ町家のいくつかの条   
件をデザインガイドラインとして設定する（図8－5町家のデザイ   
ンガイドライン提案図）。   
ルールとなる要素として（∋木造平入り家屋にする。（∋夏の直射日   
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セットバック壬しぢい  
図8－5 町家のデザインガイドライン提案図  
光を防ぐ庇を設置すると、庇が連なって通りにリズムを生み出す。  
（参コミュニティの生じる場や火災時の避難路として生活を支えてき  
た裏庭を確保するため、セットバックをしない。それによって住戸  
の壁面が通りをつくることになり、心地よい囲まれ感を感じること  
ができる。④可能な限り、戸や格子といった木造建具を使う、それ  
以外の場合でも周囲との不調和でない色調の材料を用いる。木造の   
ような自然材は時を経るにしたがって汚くなるのではなく、素材が  
深みを増してくる。（診ある程度の規模に抑えて隣家の環境を妨害し  
ないように高さや間口の大きさの範囲を設定する、などのデザイン   
ガイドラインが考えられる。  
このようなルールは、環境と共生してきた個々の町家を継承する   
だけでなく、結果的に景観的な統一感を生み出すことになる。こう   
したいくつかのルールを守りながらも発揮できる範囲でそれぞれの   
住戸が意匠をこらすことによって創造される景観は、地域の住民の   
生活や生活に対する考え方を映し出す鏡である。  
このとき主体となってガイドラインを創りあげるのはそこに住ん   
でいる住民であることが期待される。またガイドライン決定のため   
の話し合いがコミュニティをより根強いものにしていくことは疑い   
がない。  
川越市で導入されたデザインコードというものがある。これは町  
並みの変容の様子と要因を明らかにし、（彰街路空間の整備基準②敷  
地レベル③街区レベルについてのデザイン上のルールである。大都  
市近郊の川越市と相川町では条件は何もかも違うが、デザインコー  
ドという手法は適用可能ではないだろうか。  
また商店街はゲート、アーケード、色とりどりの看板、ショーウイ   
ンドウなどがあって活気を生み出している。中心には新潟交通営業  
所跡地がある。一時的に駐車場として利用されているが生活の場の   
へそ、商業の中心ともいうべき位置であり、歩行によって人々が集   
まってくるような施設が適していると思われる。   
「町家の空き地化が進行しているところ」：主要生活道路そばの沿  
道等のように建築物の壁面線が通りをつくりあげているところでは、  
空き家化した住戸をただ空き地にしてしまうのではなく、補修能力  
の高い木造であることを活かして修復し、新たな住戸として、また   
居住者と来訪者の接点となる小さな資料館等の施設として利用する   
ことを提案する。   
「川を中心とした集落」：それぞれの川に共通して言えるこ とは川   
の名前、その由来、場所、流域、橋の名前などの情報を表示板で与  
えることである。前述のように川を中心とした集落をまとまりとし   
て確認できるのは最南の海士町川、北の濁川、水金川の河口と南沢   
だけで、大仏川と間切川の河口については近世の埋立のために認め   
られない。   
しかし相川には下水道がないので必ず家庭からの稚排水はいずれ  
かの河川に流されている。自分がどの川をどれくらい汚しているの   
かを知ることによって、川の維持管理に対して積極的な姿勢が望め  
るようになるだろう。同じ川に頼っているものどうしには何らかの  
コミュニティも生まれてこよう。五本の川の五つのコミュニティに  
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図8－6 海への視線を確保する提案図  
は掃除の仕方に代表されるような川とのつきあい方に於いて、それ  
ぞれ特色をもつに違いない。河川との関係について知る機会を設け  
ることも多様性を生み出し、相川らしさを深めることにつながって   
いく。   
「新公的施設が中心で建物密度が低いところ」：海際は埋め立て地   
や新設道路などで最近30年間の変化が最も激しかった場所である。   
昭和30年代には大規模敷地といえば鉱山の精錬所と学校、病院しか   
なかったが、現在は埋め立て地とその隣接地に公共施設群と、特に  
観光客のための民間大規模敷地、宿泊施設がある。  
民間の大規模建築物は経済的物差しで建築され、その尺度は短期   
間で狭範囲になりがちである。しかし影響力は、「好ましくない景観」   
として指摘されたような景観的な側面だけにとどまらず、発生集中  
交通量や使用水量、排出するごみなどの面からも非常に大きく、所  
有権が一個人に帰するものであろうと公共的な性格を持っている。  
相川の社会の一員としてより長いスパンと広い範囲への影響を考え  
た建築物が望まれる。  
先述のように海際地区には海へのヴイスタを確保する設計コンセ  
プトを設定し、建設禁止領域を決めることを提案する（図8－6海  
への視線を確保する提案図）。新しい開発には新しいデザインコンセ  
プトが必要である。それを住民が主体となってつくりあをヂていくの   
はどうだろう。  
閉山の後、佐渡の府としての地位が揺らぎはじめた。そのような   
状況を背景として公共施設建築敷地の確保のために埋め立てが行わ   
れた経緯を持っている。埋め立て地の土地利用は今後の相川の姿に   
大きく影響するだろう。  
海との境界はかみそり堤防になっている。これは冬の高潮対策で   
あるが、海面と人を遠ざける最大の要因となっている。スーパー堤  
防、人工干潟、汚水処理海浜緑地などの適用を積極的に検討し適し  
た親水の方法を取り入れる必要がある。   
「主要幹線沿道」：自動車の論理でつくられた道路の沿道空間なの  
で歩行者にとっては退屈きわまりない。埋め立て地と既存市街地の  
分断感をやわらげるためには、部分的に舗装を変えて両者をつなぐ   
／．－JJi  
図8－7 防火災槽、消火栓配置図  
歩行者空間を明確につくり、自動車の速度を落とさせる、等の方法   
が考えられる。   
「漁村」：漁村についてはあくまで生活の場であるので、観光客を   
あまり入れないようにする。そのかわり千畳敷は居住者と来訪者が  
共に海を楽しめるように誘導するサインや情報を与える。清掃する  
だけでも随分と魅力的なレクリエーションの場となるだろう。今の   
相川で水に触れることのできる数少ないスポットである。  
以上のような面的な生活環境の整備の方針として、地形や歴史か   
ら生じてくるまとまりがもっている固有性を深めることを提案する。   
各々のまとまりの魅力を引き出し、相川地区内に多様性をもたらす  
ことによって、全体の魅力を高める。  
・防火  
木造密集住宅の最大の弱点は火災である。「広報あいかわ」に掲載  
された火災は、戦後相川地区内では昭和23年（1948）の「相川館（劇  
場）と住家三戸を全焼、一戸を半焼」というものだけだが、関（昭  
和20年住宅27戸、非住家・神社・公会堂など60戸を焼失、山林も40  
町歩焼く）と姫津（昭和40年全焼58戸、半焼2戸、雁災者358人）で   
は大火が起きている。  
相川地区内の防火体制を図8－7防火槽、消火栓配置図に整理し   
た。   
消火栓、地下式消火栓から一本20mのホースを3本つないで60m  
半径の範囲内は安全とされる。北沢の郷土博物館前等は水圧が強く、  
100m程まで消火可能である。これらは町民でも使うことができる。   
防火水槽からは半径100m範囲が安全とされる。基本的には140m  
毎に設置されている。20トンと40トンの二種類がある。これは消防   
署しか使えない。   
いずれにしても消防車に連結させなくてはならないので、通行可  
8．2．2相川地区全体の生活環境の向上  
まとまりごとの整備が地区全体の生活環境の向上につながっても   
地区全体について防火、交通、公園緑地の観点から検討をする必要   
がある。  
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図8－8 佐渡観光客数の推移  
能な道路であるかどうかが問題となる。  
同図8－7より防火上危険であると思われる箇所は、紋平坂・上  
京のごく一部・金剛院・円行寺・帯刀坂・厳常寺坂などである。基  
本的にはいくつかの消火栓の新設で対応可能だと考えられる。石段   
の途中にある住戸は、一部問題が残るところもあるが、密集してい   
るところではないので大火災には結びつきにくく、個々の住宅で防   
火壁を取り入れる等の対応が可能である。  
伝統的には裏庭をとって避難路を二方向確保したことや、自治的  
消防団を組織してきた。   
・公園緑地   
自然で囲まれているためか、いわゆる公園が相川地区には少ない。  
都市計画公園は下戸公園（児童）、柴町公園（児童）、相川公園（近   
隣）、城址公園（総合）の四ヶ所がある。  
二つの児童公園は0．08haの、一般的なタイプのもので近所のち  
びっこに良く利用されているようだ。相川公園は一丁目浜町にあり   
来訪者の昇降地となるバスターミナルの誘致を意図して昭和37年に  
つくられた。しかし当時は注目を浴びた噴水などの施設も現在は古   
びた印象となり維持管理も適切でなくあまり利用されていない。   
城祉公園は昭和48年から国の補助を受けて整備が始まり昭和54年   
に完了した。落成当時は二丁目と三丁目の間の城址公園にいたる坂  
か、下寺町からで徒歩五～六分程であった。当時の「広報あいかわ」  
（昭和55年5月25日第168号）には「土曜日、日曜日などは家族連れ  
で楽しむ姿が見られ」るという記事が載っている。さらに「広報あ  
いかわ」（昭和58年5月10日第204号）には下寺町から町道131－1号   
線が開通し城址公園まで車で行けるようになり、約40台の駐車場が   
設置された旨が記されている。  
しかし昨今の状態を見るとジャングルジム等の遊具は錆び付き、   
芝生や花木も立ち枯れている。訪れる人もほとんど見られない。  
自然を楽しむなら、相川より北部の尖閣湾、海沿いのキャンプ場  
や金北山まで行くし、スポーツをするなら埋め立て地に出来たグラ   
ウンドを使うのだろう。  
既存の施設の有効利用として、城址公園の遊具や植栽のデザイン   
に工夫をこらし、利用を誘導することが考えられる。   
・交通  
相川地区内の交通の面での問題は観光と密接に絡んでいる。図8  
－8佐渡観光客数の推移を見てみると1960～70年代前半まで観光客  
数はうなぎのぽりだがその後一時漸減傾向になり、また上向きを示   
している。また観光客の約半数が夏場に集中している（図8－9季節   
別観光客数）。大型観光バスが、濁川河口の幅約5m程の道路を何台  
も連なってのぽっていくことになる。このような外部交通が生活地   
域に入り込んでくることは、騒音、排気ガス、交通安全、渋滞等の   
面からみて好ましくない。  
それを防ぐために、都市計画道路・道遊線が一部着工（第一期）、  
一部計画（第二期）されている。着工（第一期）部分については「した」  
からの見え方、つまり景観破壊の恐れがあり検討を要する。しかし   
中山トンネルを抜けて、生活圏内をみだすことなくゴールデン佐渡   
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に通じる路線は先の趣旨に適している。問題はその沿道の利用計画   
である。城址公園内を都市計画道路が通るために減少する面積を新  
たに確保し、大規模に開発をする計画内容となっているが、その必   
要性には疑問が感じられる。先にも示したように城址公園は利用率   
が低く、荒廃している。似たような施設を規模拡大して設置しても   
上手に利用されるのであろうか。さらに、城址公園までの自動車道   
は既に存在しているにもかかわらず、新たな城祉公園線も都市計画   
道路として決定されている。  
また計画（第二期）部分は現在放置されている北沢の産業遺跡群の   
中央を通る路線になっている。産業遺跡群については調査中ではあ   
るが、全国的、いや世界的にも貴重なものであることが明らかにさ   
れた。相川の最も貴重な独自の資産であろう。  
したがってこの北沢の産業遺跡群を破壊してしまわないような線   
形の計画が望まれる。また濁川沿岸の集落景観を大きく変えてしま   
うおそれもある。  
北沢の産業遺跡群への最適なアクセスのあり方の検討、自然景観  
および歴史的景観と融和する計画道路のあり方を多くの代替案のな   
かで検討すべきであろう。   
8．3 まとめ  
相川の現在の都市構造そのものがユニークで価値があり、将来に  
受け継ぐべき貴重な遺産であるということができる。  
今後に向けての提案をまとめると、まずひとつは近世～近代の産  
業遺跡群をオープンエアミュージアムとして公開することである。  
点的な産業遺構、歴史的建造物だけでなく線でつなげることによっ  
て近世、近代の全体像を理解できる。特にたくさんの坂・石段は「う  
え」と「した」という構造を持つ相川に見られる非常に個性的な特  
徴であり、アンケート調査結果をふまえて、利用頻度、目的、立地、   
現況を艦がみながら整備の方向を明らかにした。こうした整備は薄   
れてきた「うえ」に新たな意味を与え、全体の相川の構造を再生さ   
せることになる。さらに来訪者と居住者の触れあいの場を設けるこ   
とによって、双方がお互いから得るものは大きい。  
面的な整備では、各まとまりの状況に応じて住宅地として、海と   
の境として、オープンスペースとして等々多様な提案を行った。ひ   
とつひとつのまとまりの個性を強めることによって、お互いの魅力   
を引き立てあう。  
いずれの提案でも共通して言えることは、そこで営まれた歴史と   
常に続いてきた周囲の自然環境との関係を見直すために現在隠れて   
しまっている相川の魅力を顕在化させることである。  
そうすることによって相川に住む人々が郷土への愛情を深め主体  
的に少しずつ町を造り続け、すなわち歴史的環境を造り続けること   
によって、今の子どもたちが大人になったときに、今の大人が抱い   
ているのと同じ郷土への愛情を持てるような相川になっているだろ   
つ0  
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